
 

 

 

 

 

 

 

【近年の気候変動と山地災害】 
 近年、全国では地震や台風などの自然災害が多
発しています。特に気候変動の影響から、短い時
間に強い雨が降る「集中豪雨」が増えており、山
地災害のリスクも高まっています。 

 北海道においても昨年８月から９月にかけて南
西部を中心に大雨が降り続き、９月21日には道内
で初めて「線状降水帯」が発生し、十勝・釧路地
方では記録的な大雨となりました。 

こうした状況を受け、山地災害も以前に比べて
規模が大きく、かつ同時に多く発生する傾向が見
られます。令和元年から令和６年までの全国の山
地災害の平均は、年間約1,400箇所にのぼっていま
す。一方、被害を受けた自治体では人手が足りな
いため、林野庁では現地調査などへ人的な支援を
行い、早期復旧に努めています。 
 

 
 
 
 
 
 
 

【ICT機器を用いた山地災害調査】 
 大規模な山地災害が発生した際には、まずヘリ
コプターで上空から広範囲の被害状況を確認しま
す。その後、地上では「山地災害調査アプリ」や
UAV（ドローン）を使って詳細な調査を行います。    

山地災害調査アプリは、通信可能なエリア内で
あれば即座にデータ（撮影した写真の位置情報や
撮影方向）を送信し、通信不能エリアでも自動送
信され、関係者間で共有できるよう林野庁が開発
したものです。従来、野帳とデジタルカメラ等で
行っていた調査を一つのアプリで完結することが

北海道森林管理局は、山地災害が発生した場合、迅速で正確な被害把握をできる職員の技術の研鑽に取り
組んでいます。 

【全国51地点平均】日降水量100mm以上の年間日数 

 棒グラフ（緑）：各年の年間日数（全国51の観
測地点による各年の年間日数の合計を有効地点
数の合計で割って1地点当たりの年間日数に換
算した値）、折れ線（青）：５年移動平均値、直線
（赤）：長期変化傾向を示す。気象庁HPより引用 

９月21日03時10分の雨雲の動き 

気象庁報道発表資料より引用 

９月30日ヘリ調査時に撮影した乙部町の崩壊
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できます。また、大規模災害時には、多数の被災
箇所について災害復旧の優先順位を検討する際に
も役立ちます。 

【今年度実施した取組】 
 北海道森林管理局では、災害に備えるため、今
年度次のような取組を実施しました。 

①山地災害調査訓練 
夏の集中豪雨に備え、山地災害調査アプリを

使った訓練を６月末までに、全署で行いました。 
②専門訓練 

10月には函館管内の３つの署の治山担当者
を対象に、現地調査から災害速報、災害申請書
類の作成までの流れを一連で行う訓練を行いま
した。 

 今後も平常時から訓練を続け、万が一大規模災
害が起きた際には、国有林だけではなく、必要に
応じて民有林への支援も行えるよう技術の習熟に
努めて参ります。 

山地災害アプリ情報共有画面 

函館管内での専門訓練状況（現地調査） 
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山地災害調査アプリ操作画面 


